
 

２
０
２
５
年
４
月
17
日
（
木
）

の
16
時
30
分
よ
り
、
組
合
本
部
３

階
ホ
ー
ル
に
て
２
０
２
５
年
度
第

１
回
中
央
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
議
長
選
出
ま
で
の
間
、
藤

野
書
記
長
が
議
長
席
に
登
壇
し
議

事
進
行
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
初

め
に
、
開
会
に
先
立
ち
、
各
支
部

の
役
員
紹
介
を
行
い
、
そ
の
後
、

開
会
に
あ
た
り
、
奥
執
行
委
員
長

よ
り
、
「
新
体
制
の
発
足
に
あ
た

り
、
役
員
や
中
央
委
員
に
新
た
な

顔
ぶ
れ
が
加
わ
っ
た
こ
と
は
大
変

喜
ば
し
い
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
の

制
度
や
交
渉
経
緯
を
知
る
人
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
組
合
と

し
て
の
継
承
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
私
自
身
、
役
員
の
中
で
は
最

も
古
参
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
交

渉
経
過
や
制
度
の
背
景
を
新
た
な

役
員
へ
伝
え
る
役
割
を
担
い
た

い
。
ま
た
、
現
場
と
役
員
の
間
で

情
報
の
断
絶
が
起
こ
ら
ぬ
よ
う
、

執
行
部
か
ら
の
報
告
を
確
実
に
伝

え
る
体
制
の
強
化
が
必
要
で
あ

る
。
組
合
活
動
は
執
行
部
だ
け
で

な
く
、
こ
こ
に
い
る
す
べ
て
の
役

員
が
主
体
的
に
取
り
組
み
、
現
場

職
員
と
の
架
け
橋
と
な
っ
て
全
体

で
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

こ
れ
か
ら
の
１
年
間
を
通
じ
て
、

知
識
と
経
験
を
積
み
重
ね
、
組
合

全
体
の
力
を
高
め
て
い
こ
う
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
先
決
議
案
と
し
て
、

第
１
号
議
案
「
２
０
２
５
年
度
中

央
委
員
会
議
長
の
選
出
に
つ
い

て
」
の
提
案
が
行
わ
れ
、
田
中
中

央
委
員
（
高
速
技
術
支
部
）
と
藤

野
中
央
委
員
（
石
屋
川
自
動
車
支

部
）
の
選
出
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
報
告
並
び
に
第
２
号

議
案
「
２
０
２
５
年
度
犠
牲
者
救

援
委
員
の
選
出
に
つ
い
て
」
、
第

３
号
議
案
「
２
０
２
５
年
度
実
行

予
算
の
執
行
に
つ
い
て
」
に
関
し

て
は
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 
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第１回中央委員会 

挨拶をする奥執行委員長 

 
２
０
２
５
年
４
月
17

日
（
火
）
の
16

時
30

分
よ

り
、
組
合
会
館
３
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
神
戸
交
通
労

働
組
合
２
０
２
５
年
度
第
１
回
中
央
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
経
過
報
告
並
び
に
、
議
長
選
出
な
ど
の
各
議
案
に

つ
い
て
協
議
し
、
す
べ
て
満
場
一
致
で
承
認
・
決
定
さ

れ
ま
し
た
。 

議長に就任した藤野氏と田中氏 
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読者投稿募集のお知らせ ～紙面づくりにご参加を！～ 
日頃より『機関紙 神交』をご愛読いただき、誠にありが
とうございます。このたび、紙面をもっと身近に、そし
て楽しく読んでいただけるよう、読者の皆さまからの投
稿を募集いたします！ 

■ 投稿内容の例 

●思わず笑った「ほほえましい出来事」 
●心に残った「感動した話」 
●職場でのちょっとした出来事 
●機関紙へのご意見・ご要望 など 

 
内容は自由です。長さも問いません。お気軽にお寄せく
ださい！ 

■ 採用時の謝礼 
投稿が紙面に採用された方には、ＱＵＯカード（1,000円
分）を進呈いたします。  

■ 投稿方法 
以下の内容を明記のうえ、メールでご送付ください。 

【宛先】toukou@sinko.or.jp 

【件名】「神交 投稿応募」 

【本文】 

1. 所属 
 
2. 職員番号 

 
3. 氏名 

 
4. 投稿内容 

 
※紙面掲載時には内容を一部編集させていただく場合が
あります。 

皆さまの心温まるエピソードや率直なご意見をお待ちし
ております！ 
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連
合
兵
庫
主
催
の
「
兵
庫
県
メ
ー
デ
ー

神
戸
中
央
大
会
」
が
４
月
26
日
、
神
戸

市
中
央
区
の
大
倉
山
公
園
で
開
か
れ
ま
し

た
。
晴
天
の
も
と
、
県
内
各
地
か
ら
約
５

０
０
０
人
（
主
催
者
発
表
）
の
組
合
員
が

集
い
、
賃
上
げ
の
一
層
の
推
進
と
恒
久
平

和
の
実
現
に
向
け
て
、
連
帯
を
深
め
ま
し

た
。
開
会
挨
拶
に
立
っ
た
那
須
健
会
長

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
続
く

紛
争
に
触
れ
、
「
平
和
は
与
え
ら
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
自
ら
守
り
育
て
る
も
の
。

私
た
ち
に
は
不
断
の
努
力
が
求
め
ら
れ

る
」
と
語
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
今
期
春
闘
に
つ
い
て
、
「
賃
上
げ
の
流
れ

は
着
実
に
進
ん
で
い
る
」
と
評
価
し
つ
つ
、
「
経

済
全
体
が
好
循
環
に
転
じ
る
か
ど
う
か
は
、
ま
さ

に
今
が
正
念
場
」
と
述
べ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
米

国
の
関
税
政
策
が
中
小
企
業
に
与
え
る
影
響
に
懸

念
を
示
し
、
「
関
係
団
体
と
連
携
し
、
賃
上
げ
の

恩
恵
が
広
く
行
き
渡
る
環
境
を
整
え
て
い
く
」
と

意
気
込
み
を
示
し
ま
し
た
。 

 
現
場
か
ら
の
声
と
し
て
、
神
戸
交
通
労
組
の
谷

汰
志
青
年
委
員
長
が
登
壇
。
不
規
則
な
勤
務
体
系

に
よ
っ
て
内
定
辞
退
が
相
次
ぎ
、
深
刻
な
人
手
不

足
に
直
面
し
て
い
る
実
態
を
報
告
。
「
超
過
勤
務

が
常
態
化
す
る
中
、
労
働
環
境
の
是
正
と
適
正
な

人
員
確
保
を
、
当
局
に
強
く
求
め
て
い
く
」
と
力

強
く
訴
え
ま
し
た
。 

 

２
０
２
５
年
４
月
26
日(

土
・
祝)

の
10
時
よ
り
、
大
倉
山
公
園
野
球
場
内

に
お
い
て
、
第
96
回
兵
庫
県
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
メ
ー

デ
ー
で
は
、
「
次
代
に
つ
な
ぐ
平
和
の
願
い
！ 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う 

支

え
合
う
安
心
社
会
と
確
か
な
未
来
（
あ
し
た
）
を
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

働
く
仲
間
が
力
を
合
わ
せ
て
闘
い
抜
く
こ
と
を
高
ら
か
に
宣
言
し
ま
し
た
。 

４年ぶりとなる第94回兵庫県メーデー神戸中央大会に参加！！ 

ガンバローと力強く声を上げる組合員 

第96回兵庫県メーデー神戸中央大会会場 

メーデー参加者 

 

【本部】 

坂倉、藤野、平尾、佐藤 

 

【高速駅務】 

清水、金澤、岡、藤山 

 

【高速乗務】 

石原、北城戸、春木、鎌田、

伊藤あ、峯松、亀田、林田、

西垣 

 

【高速技術】 

松本、真殿、林、新里 

 

【車両】 

水口、松本、水谷 

 

【本局】 

山本 

 

【中央】 

高石 徳田 

 

【石屋川】 

高島、東、井村、安場、北条 

戦争をさせない、９条壊すな！ 

５・３兵庫憲法集会 

 「９条を守れ」声響く 神戸で憲法集会に3500人 
 憲法記念日の5月3日、「戦争させない、９条壊すな！５・３兵庫憲法集会」が神戸

市中央区・みなとのもり公園で開催されました。主催者発表でおよそ3500人が集ま

り、憲法９条の意義と平和の尊さを訴えました。 

 この集会は、県内の護憲団体で構成される実行委員会の主催によるもの。開会に先

立ち、「9条の心ネットワーク」の羽柴修弁護士がマイクを握り、「パレスチナやウク

ライナなど世界各地で戦火が絶えない中、平和憲法を守り抜く決意を新たにしたい」

と述べました。 

 続いて登壇したＮＧＯ「ピースボート」共同代表の畠山澄子氏は、国際的な視点か

ら戦争と平和の現実を語り、「平和は自然に保たれるものではなく、意識的に守り続

ける必要がある」と呼びかけました。 

 会場では「憲法9条を守れ」「戦争をさせない社会を」などの声が響き渡り、市民の

平和への思いが共有されました。  

  神戸交通からも各支部から多くの組合員が参加し、憲法改悪反対を訴えました。 
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北
池
事
務
局
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
長

年
議
長
を
務
め
ら
れ
た
五
百
旗
頭
さ
ん
か

ら
、
退
任
の
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
新
役
員

の
紹
介
が
あ
り
、
奥
委
員
長
が
新
し
い
議

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
、
小
原

副
議
長
の
司
会
に
よ
り
、
岸
ま
き
こ
参
議

院
議
員
が
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
登
場
す
る
と
、
各

単
組
の
書
記
長
が
要
望
を
伝
え
ま
し
た
。

神
戸
交
通
か
ら
は
、
藤
野
書
記
長
が
意
見

交
換
を
し
、
交
通
職
場
の
課
題
に
つ
い
て

訴
え
ま
し
た
。 

（
公
共
交
通
の
課
題
） 

①
担
い
手
不
足
の
解
消
に
む
け
た
賃
金
・
労

働
条
件
の
改
善 

２
０
２
２
年
５
月
13
日
よ
り
、
2
種
免

許
の
取
得
要
件
が
緩
和
さ
れ
、
最
短
19
歳

（
普
通
免
許
取
得
後
１
年
以
上
必
要
）
で

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
い
く
ら
制
度
を
変
更
し

て
も
賃
金
・
労
働
条
件
が
悪
い
た
め
、
人

が
集
ま
ら
な
い
の
が
実
情
で
す
。 

民
間
事
業
者
は
、
月
給
を
安
く
し
て
、

長
時
間
拘
束
す
る
こ
と
で
、
超
過
勤
務
で

一
定
の
給
与
水
準
を
維
持
し
、
運
行
を
続

け
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
２
４
年
よ
り
、

自
動
車
運
転
手
は
９
６
０
時
間
の
上
限
規

制
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
と
、
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
を
９
時
間
設
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
業
撤
退
す
る

事
業
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
公
営
交
通
は
、
各
都
市
と
も
議

会
な
ど
で
民
間
並
み
の
給
与
水
準
に
す
べ

き
と
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
公
営
交
通
は
そ
の
地
域
の

足
を
確
保
す
る
た
め
、
赤
字
路
線
で
も
運

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
が
あ
り
ま

す
。
福
祉
的
な
役
割
を
担
い
つ
つ
、
独
立

採
算
で
運
行
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
っ
た
、
こ
の
両
面
で
事
業
運
営
を

行
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に

大
変
苦
慮
し
て
お
り
、
賃
金
水
準
が
上
が

ら
な
い
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
民
間
事
業
者
は
、
完
全
独
立
採

算
で
あ
り
、
赤
字
路
線
に
つ
い
て
は
、
大

幅
な
減
便
や
路
線
の
廃
止
な
ど
で
工
夫
を

し
て
い
る
も
の
の
、
経
営
を
維
持
す
る
の

が
精
一
杯
で
あ
り
、
給
与
が
上
が
ら
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。 少

子
化
で
労
働
人
口
は
減
り
続
け
、
高

齢
者
が
増
加
し
て
い
く
社
会
の
中
で
、
地

域
住
民
の
足
と
な
る
鉄
道
や
バ
ス
の
担
い

手
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
賃
金
・
労
働

条
件
の
改
善
に
む
け
た
取
り
組
み
に
対
し

て
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。 

 

②
国
や
自
治
体
か
ら
の
支
援
金
制
度
の
確
立 

 

地
域
の
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
、
公
営
企
業
や
民
間
事
業
者
問
わ

ず
、
赤
字
路
線
に
対
し
て
、
国
・
県
・
自

治
体
な
ど
か
ら
の
一
定
の
補
助
が
受
け
ら

れ
る
制
度
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。 

 

赤
字
路
線
だ
か
ら
、
減
便
・
撤
退
す
る

の
で
は
な
く
、
福
祉
施
策
の
一
環
と
し

て
、
自
治
体
が
そ
の
運
営
費
を
補
助
し
な

が
ら
、
地
域
の
足
を
守
る
こ
と
が
最
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
国
が

中
心
と
な
っ
て
、
支
援
金
制
度
の
確
立
に

む
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員
回
答 

歴
史
的
に
み
て
も
他
の
産
業
に
比
べ
て
賃
金

が
低
い 

規
制
緩
和
に
よ
っ
て
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う

に
な
っ
た 

特
に
公
共
交
通
の
賃
金
を
安
く
し
よ
う
と

す
る
流
れ
が
あ
っ
た 

交
通
に
携
わ
る
労
働
者
の
賃
金
を
上
げ
て

い
き
た
い 

独
立
採
算
で
物
価
高
、
燃
料
費
の
高
騰
で

今
の
運
賃
形
態
で
は
対
応
で
き
な
い 

運
賃
引
き
上
げ
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で

国
、
自
治
体
が
補
助
を
出
し
て
い
け
る
よ

う
働
き
か
け
た
い 

 

２
０
２
５
年
５
月
７
日(

水)

の
18
時
30
分
よ
り
、
神
戸
三
宮
に
お
い

て
、
２
０
２
５
自
治
労
兵
庫
県
本
部
神
戸
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
意

見
交
換
を
実
施
し
、
神
戸
交
通
か
ら
は
藤
野
書
記
長
が
代
表
で
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

自治労県兵庫本部神戸ブロック総会 岸まきこ議員と意見交換 

岸まきこ参議院議員とＺｏｏｍで意見交換をする様子 

兵庫県本部の山下委員長から神戸ブロック旗の贈呈 


